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１．ＥＣセンタ－活動方針
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１． ＪＥＩＴＡ ＥＣセンターの活動方針

１．１ ２００９年度活動総括

１）業際化への対応
・環境情報流通実証実験
・自動車業界とのＥＤＩ実証

２）国際化への対応
・海外通常取引モデルのドラフト発行
・ＥＣＡＬＳの日韓連携

３）ＥＣＡＬＧＡ実用化の促進
・ＥＣＭ技術情報交換お試しサイトの運用
・標準多品納品書・Ｃ－３ラベルの見直し

４）中堅中小企業への対応
・ＷＥＢ－ＥＤＩ認定活動
・ＡＳＰ間運用標準ガイドラインの作成着手
・ＪＥＩＴＡ共通クライアントのバージョンアップ
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１． ＪＥＩＴＡ ＥＣセンターの活動方針

１）業際化の深耕
１－１） 第二次環境情報流通実証実験の実施

・実用化シーンを想定したシナリオ
・運用条件の整備と課題抽出

１－２） 自動車業界とのＥＤＩ実用化促進
・対象ビジネスドキュメントの拡充
・実用化企業の拡大
・業際ＥＤＩメッセージの整備

２）利用者利便性の追求
２－１） ＡＳＰ連携の実用化
２－２） データ交換方式選択の自由度向上

３）国際化の推進
３－１） 海外取引モデルの標準整備と実用化
３－２) 日中ＥＣ連携の模索
３－３） ＥＣＡＬＳ辞書のグローバル標準化

（ＩＥＣ、ｅＣｌ＠ｓｓ）

１．２ ２０１０年度活動方針
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２． 業際化の深耕

２．１ 第二次環境情報流通実証実験の実施

２．２ 自動車業界とのＥＤＩ実用化の促進
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２．１ 第二次環境情報流通実証実験の実施
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２．１．１ 第一次実証実験の概要 （２００９年度実施パターン概要図）

川上企業 川中企業 川下企業

日立
TWX
-21

JEITA

自社
システム

ALPSTDK

MURATA

KOA

NICHICON

Hitachi-AIC

NEC
Pro

Chemist

JVC

NEC

OKI

HITACHI

Kyocera

TDK

MURATA

自社
システム

JAMP

JAMP

JAMP

JAMP

JEITA

自社
システム

自社
システム

データ通信
チューナ
スイッチ

DC‐DCコンバータ
コンデンサ、他

DC‐DCコンバータ
コンデンサ、他

スイッチ
DC‐DCコンバータ
コンデンサ、他

DC‐DCｺﾝﾊﾞｰﾀ

チューナ
スイッチ

コンデンサ、他

データ通信、スイッチ
DC-DCコンバータ、

他

コンデンサ、他

コンデンサ

コンデンサ
フィルタ

抵抗器

電解コンデンサ

フィルム
コンデンサ

日立
TWX
-21

日立
TWX
-21

NEC
Pro

Chemist

NEC
Pro

Chemist

JAMP

JEITA

ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ

ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

自社
システム

自社
システム

自社システム

自社システム
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２．１．２ 第二次実証実験の計画概要

（１）実証実験パターン概要図

依頼側（環境情報ユーザ） 提供側

環境情報
サーバ

提供企業A

環境情報
サーバ

提供企業B

環境情報
サーバ

依頼企業A

環境情報
サーバ

依頼企業B

JAMP

GP

自社公開
サーバ

自社公開企業

環境情報
サーバ

依頼企業C

ASPASP

【提供】【提供】

【依頼】【依頼】

【Ｂ to Ｂ情報交換】【Ｂ to Ｂ情報交換】

ASPASP
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２．１．２ 第二次実証実験の計画概要

（２）確認項目
実運用を想定した環境とシナリオによる情報流通基盤の整備と
課題の抽出

1） 環境情報流通の情報交換プロセスにおける課題の抽出

2） ＡＩＳ仕様更新（ＳＶＨＣ化学物質追加）後の互換性

3） ＡＩＳ作成支援ツール－ＪＡＭＡフォーマット間のデータ変換機能の
確認

4） 業界を跨った情報交換および情報流通運用における課題の抽出

（３）実施時期
２０１０年下期

10
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２．２ 自動車業界とのＥＤＩ実用化の促進
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の取組
（１） 業界横断ＥＤＩ実現に必要な２つの観点

業界を横断した取引の関係

業界横断ＥＤＩ実現のために２つの観点から標準化を検討

発注企業ａ

業界Ⅰ

発注企業ｂ

発注企業ｃ

発注企業ｄ

受注企業Ａ

受注企業Ｂ

取引情報
業界Ⅱ

発注企業 受注企業

上位レイヤ：情報表現の標準化

下位レイヤ：電文搬送の標準化

実験①
業界を超えて取引情報を
横断利用するため
ビジネスプロセスを調整

実験②
受注企業のＥＤＩ接続を
１インタフェース化するため
ＡＳＰ間を連携

業界を横断する取引では
メッセージフォーマットや
通信プロトコルも異なる

取引先が増える度に
多端末・多画面現象の
ために業務負担が増大

12
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（２） 実験「業界横断情報連携」：ビジネスプロセス調整の行い方

実ビジネス（商売／取引）

１．実ビジネス（商売／取引）の精査

実
ビ
ジ
ネ
ス

発 注 者

発注者側
ビジネスプロセス

社内の仕組み

受 注 者

受注者側
ビジネスプロセス

社内の仕組み

業界横断ビジネスインフラ
の実用には、これらの
検討手順を踏むことが必要となる

使える
業界横断フォーマット！

ビジネスプロセス（取引形態）

２．ビジネスプロセスの整合性確保

社内業務プロセス

３．社内業務プロセスと一意のＫｅｙ項目確保

業界横断ＥＤＩ
（情報・インフラ）

４．「商いの基本情報」へのマッピング

13
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（３） 実験「業界横断情報連携」：ビジネスプロセス比較結果

ＪＡＭＡ／
ＪＡＰＩＡ

ＪＥＩＴＡ

ＤＥＬＦＯＲ

ＤＥＬＪＩＴ

ＤＥＳＡＤＶ ＲＥＣＡＤＶ ＩＮＶＯＩＣ

ＥＤＩＦＡＣＴ ＤＥＬＦＯＲ ＤＥＬＪＩＴ ＤＥＳＡＤＶ ＲＥＣＡＤＶ ＩＮＶＯＩＣＯＲＤＥＲＳ

ＳＣＭ
ビジネスプロセス

所要計画情報
予約注文
確定注文 出荷情報 検収情報 買掛明細情報納入指示情報

所要計画提示 発 注
納入指示
かんばん 出荷連絡 検 収 請求支払い

引取責任 無 引取責任 有 納入責任 有

▼所有権移転

支払責任 有

ＪＡＰＩＡ
企業例

実ビジネスを鑑み、「どのタイミング」の「どの情報」が受発注者双方にとって
「ビジネス上何を意味するのか？」を摺り合わせることで業界間／企業間をシームレスに繋ぐ

引取責任 無／有 引取責任 有／納入責任 有

所有権移転

支払責任 有

計画情報 かんばん 受領情報 買掛情報

納品書受領書

引取責任 無／一部有り 引取責任 有／納入責任 有

Ｐ／Ｏ 無 所有権移転

支払責任 有

社内
処理

先行生産手配
出荷指示

売上計上
債権債務照合

出荷

14
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（４） 実験「業界横断情報連携」：メッセージフォーマット作成結果

業界横断メッセージ

自動車部品業界固有の情報
（各業界固有部）

自動車部品業界メッセージ

電気電子業界固有の情報
（各業界固有部）

電気電子業界メッセージ

業界横断で共通の情報（業界横断共通部）

電気電子
(ＥＣＡＬＧＡフォーマット）

自動車部品
（代表企業フォーマット）

共通情報の
抽出

固有情報

項目№ 項目名 桁数 必須

00001 データ処理№ 5 ○

00002 情報区分コード 4 ○

18012 データ作成日 8 ○

18013 データ作成時刻 6 ○

00009 訂正コード 1 ○

00004 発注者コード 20 ○

18022 発注者コード管理組織 10 ○

00018 購買担当 7

00005 受注者コード 20 ○

18027 受注者コード管理組織 10 ○

00062 計画番号 23 ○

18105 所要計画日 8 ○

00024 発注者品名コード 25 ○

00012 単位 3 ○

18320 タイムバケット開始日 8 ○

18324 9v3 ○

00056 備考 30

タイムバケット別
　納入要求計画数量

【業界横断メッセージフォーマット】

商取引上、業界と問わず必要な
「商いの基本情報」を
「業界横断メッセージフォーマット」
として定義
＝注文日・品名・数量・納期…

その他の業界固有の情報は【備考】へ

（発注者情報・受注者情報・製品情報・
生産情報・費用情報・ＳＣＭ補足キー）

ビジプロ調整・メッセージ比較

行番 項目№ 項目名 必須 キー CD 項目定義 値の型 繰返数 項目 カラム

1 00001 データ処理№ ● 受信者での受信データの処理順序を表す番号。
受信者は、受信データをこの番号の昇順に処理するため、送信者
は採番方法について「Ⅱ．技術編　２．４（３）データ処理№の
編集基準」に従うこと。

9( 5)

区分 1 「Ｈ」固定

2 00002 情報区分コード ● ＊ 情報の種類を示すコード（所要計画情報=0201）。 X( 4) 仕入先コード 2～5
3 18012 データ作成日 ● データを作成した日付。 X( 8)

発信元コード 7～10 ＮＤのコード　「ＮＤ○○」

4 18013 データ作成時刻 ● データを作成した時刻。 X( 6) ファイルコード 12～14 「ＯＲＧ」固定
5 00009 訂正コード ● ＊ 情報の新規・変更・取消を示すコード。 X( 1) 作成年月日 15～20 ＮＤの処理日付（年は西暦）
6 00004 発注者コード ● ★ ＊ 注文を行う企業（６桁）およびその工場・事業所・事業部門等

（６桁）を表すコードで企業コードにより示す。
X(20)

当日内ＳＥＱ 21～22 同一日内における伝送回数　「01」

7 18022 発注者コード管理組織 ● ★ ＊ 発注者コードを管理する団体を示すコード。 X(10) ＡＰＬ有効長 23～27 アプリケーション有効長「00128」
8 18665 発注者企業名 注文を行う企業の名称。 X(20) 第２月　年月 41～46 ＮＤの第２月の年月日（年は西暦）
9 18023 発注者企業名（漢字） 注文を行う企業の名称。 K(40) 　　　　　ＯＲ日 47～48 ＮＤの第２月のオリジナル日
10 18024 発注者企業の国コード ＊ 注文を行う企業が存在する国を示すコード。 X(10) 第３月　年月 49～54 ＮＤの第３月の年月日（年は西暦）
11 00006 発注部門コード 原価の責任部門または納入部門を示す発注者部門コード。 X( 8) 　　　　　ＯＲ日 55～56 ＮＤの第３月のオリジナル日
12 00184 発注部門名 原価の責任部門または納入部門を表す発注者部門名称。 X(20) 第４月　年月 57～62 ＮＤの第４月の年月日（年は西暦）
13 00279 発注部門名（漢字） 原価の責任部門または納入部門を表す発注者部門名称。 K(40) 　　　　　ＯＲ日 63～64 ＮＤの第４月のオリジナル日

14 00018 購買担当 購入担当者を表すコードまたは略称。 X( 7) 区分 1 「Ｄ」固定
15 00260 購買担当（漢字） 購入担当者を表す名称。 K(14) データ区分 2 キーレコードを示す区分 「１」
16 00005 受注者コード ● ★ ＊ 注文を受ける企業（６桁）およびその営業所・事業所・事業部門

等（６桁）を表すコードで企業コードにより示す。
X(20)

追番 3～8 各データごとにつける連番

17 18027 受注者コード管理組織 ● ★ ＊ 受注者コードを管理する団体を示すコード。 X(10) 仕入先コード 9～12
18 18666 受注者企業名 注文を受ける企業の名称。 X(20) 品番 19～28
19 18028 受注者企業名（漢字） 注文を受ける企業の名称。 K(40) 組付区 29～32
20 18029 受注者企業の国コード ＊ 注文を受ける企業が存在する国を示すコード。 X(10) 包装 33～34
21 18031 受注部門コード 受注部門を示すコード。 X( 8) 次区 36～39
22 18033 受注部門名 受注部門の名称。 X(20) 受入場所 40～41
23 18034 受注部門名（漢字） 受注部門の名称。 K(40) 購買係 44～45
24 00092 営業担当 営業担当者を表すコードまたは略称。 X( 7) 納入方式 46
25 00264 営業担当（漢字） 営業担当者を表す名称。 K(14) 打切印 47 ＮＤで生産を打ち切る月のコード。ＡＢＣ区分。
26 00062 計画番号 ● ★ 発注者が所要計画情報に付与した管理番号。一意性を持たせる。 X(23) １～９：１月～９月 Ａ：１０月 Ｂ：１１月 Ｃ：１２月
27 18105 所要計画日 ● 計画を立案した日付。 X( 8)

打切号機判別キー 48
打切号機があるかないか判別するキー
１：打切号機あり　　ブランク：なし

28 00165 所要期間 先頭納期からの所要量の計画期間を暦日数で表す。 9( 3) 第２月月初指示号機 52～60
29 00010 コンサイメント区分 ＊ コンサイメント取引かどうかを示すコード。 X( 1) 製造部工場区分 61～62
30 00017 支給区分 ＊ 支給品の有無および支給形態を示すコード。 X( 1) 日程担当 63～64 ＮＤの日程担当者のコード

31 00166 契約条件区分 契約の種類を示すコード。継続注文、都度注文等。 X( 1) 区分 1 「Ｄ」固定
32 00024 発注者品名コード ● 発注者が採番した発注品の管理番号。 X(25) データ区分 2 データレコードを判別する区分 「３」
33 00008 製造番号 発注品の原価管理等に結び付く製造管理番号。 X(19) 追番 3～8 各データごとにつける連番
34 00023 受注者品名コード 受注者が採番した製品の管理番号。 X(25) 日別指示１　　月日 10～13
35 00022 品名（品名仕様） 一般的製品名称。 X(30) 　　　　　　　　　指示数 14～20
36 00262 品名（品名仕様）（漢字） 一般的製品名称。 K(60) 日別指示２　　月日 21～24
37 00021 版数 図面・仕様書等の作成・変更回数を表す。

品名・品名コードと共に製品の内容を特定する。
X( 3)

　　　　　　　　　指示数 25～31

38 00019 材質・規格・寸法 材質・規格・寸法等を表す。 X(20) 日別指示３　　月日 32～35
39 00261 材質・規格・寸法（漢字） 材質・規格・寸法等を表す。 K(40) 　　　　　　　　　指示数 36～42
40 00177 戦略物資区分 ＊ 戦略物資該当品か非該当品かを示すコード。 X( 1) 日別指示４　　月日 43～46
41 00178 原産地コード ＊ 当該注文品の原産地を示すコード。 X( 3) 5( 1) 　　　　　　　　　指示数 47～53
42 00346 取引形態区分 ＊ 発注者側での取引の形態を示すコード。 X( 1) 日別指示５　　月日 54～57
43 00183 発注品仕様 注文品の注文仕様。 X(120) 　　　　　　　　　指示数 58～64

44 00278 発注品仕様（漢字） 注文品の注文仕様。 K(240) 区分 1 「Ｔ」
45 18638 特殊仕様１ 顧客より指定があった特殊仕様内容を記載(1)。 X(50) データ件数 2～6 ヘッダー・トレーラーを含んだ件数（１２８バイトで１件
46 18639 特殊仕様１（漢字） 顧客より指定があった特殊仕様内容を記載(1)。 K(100) 仕入先コード 9～12

47 18640 特殊仕様２ 顧客より指定があった特殊仕様内容を記載(2)。 X(50)
48 18641 特殊仕様２（漢字） 顧客より指定があった特殊仕様内容を記載(2)。 K(100)
49 00171 機種コード 発注した製品を使用して製造する機種・ユニットを表すコードま

たは略称。
X(20)

50 00277 機種名（漢字） 発注した製品を使用して製造する機種・ユニットを表す名称。 K(40)
51 00188 工事件名 発注者の工事件名またはプロジェクト名を表す。 X(40)
52 00280 工事件名（漢字） 発注者の工事件名またはプロジェクト名を表す。 K(80)
53 00020 仕様書有無 ＊ 図面・仕様書等の有無を示すコード。 X( 1)
54 00158 指定メーカ名 商社経由の取引において、元発注者が商社に指定した製品を製造

するメーカ名。
X(20)

55 00273 指定メーカ名（漢字） 商社経由の取引において、商社に対する元発注者が商社に指定し
た製品を製造するメーカ名。

K(40)

56 00151 エンドユーザ名 商社経由の取引において、商社に対する元発注者の名称あるいは
コード。
商社と受注者間で必要となった場合に使用する。

X(20)

57 00269 エンドユーザ名（漢字） 商社経由の取引において、商社に対する元発注者の名称。
商社と受注者間で必要となった場合に使用する。

K(40)

58 00012 単位 ● ＊ 数量を表す基準を示すコード。 X( 3)
59 00026 荷姿（包装単位） １パッケージ当たりの梱包数量ならびに梱包方法を示すコード。

ただし、包装単位が示された場合、１回の納入当たり数量や１発
注当たり数量は当数量の整数倍になることを示す。

X( 7)

60 00348 包装単位数量 １包装当たりの数量。 9( 9)V(3)
61 00093 最低発注数量 １発注当たりの最低発注数量。 9( 9)V(3)
62 18313 発注ロットサイズ 発注に当たって最低発注数を超える数量分の追加単位数量（この

数量の倍数で発注をすること）。
9( 9)V(3)

63 00081 標準納入日数 注文から納品までの標準リードタイム。 9( 3)

64 18104 納期 ● 製品の納入期日。
ただし、下請法対象取引においては発注時点で必要記載事項の未
決定が認められる場合、未決定事項の決定予定期日。

X( 8)

65 00032 納入指示数量 ● 納期ごとの数量。 9( 9)V(3)
66 00056 備考 参考情報を入力するフリースペース。 X(30)
67 00263 備考（漢字） 参考情報を入力するフリースペース。 K(60)

31( 2)

ﾍｯﾀ゙ｰ
ﾚｺｰﾄ゙

ｷｰ
ﾚｺｰﾄ゙

ﾄﾚｰﾗｰ
ﾚｺｰﾄ゙

ﾃﾞｰﾀ
ﾚｺｰﾄ゙
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（５） 実験「業界横断情報連携」：実証実験結果（全体像）

自動車部品業界

ASP X発注企業ａ

発注企業ｂ ASP Y

電気電子業界
ASP Z

受信

受信

フォー
マット
変換

ファイル
交換

Web
EDI

受注企業Ａ

受注企業Ｂ

発注企業ｂ
のデータ
(所要)

発注企業ｂ
のデータ
(所要)

全銀TCP/IP

JNX-LA専用ｸﾗｲｱﾝﾄ（https）による
手動取り込み

全銀TCP/IP

業界横断フォーマット表示可能な
WebEDI（https）

発注企業ａ
のデータ

(所要・発注・
検収・買掛)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ａ
のデータ
(4種類)

発注企業ａ
のデータ
(4種類)

発注企業ａ
のデータ
(4種類)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ｂ
のデータ
(所要)

発注企業ｂ
のデータ
(所要)

業界横断フォーマット業界代表企業フォーマット

発注企業ａ
のデータ
(4種類)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ａ
のデータ
(4種類)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ａ
のデータ
(所要)

発注企業ｂ
のデータ
(所要)
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２．２．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（６） 実験「業界横断情報連携」：実証実験結果（実験の成果）

１．ビジネスプロセス調整による業界横断メッセージ検討方法論の標準化

単純な各業界毎の標準メッセージの比較により
業界横断メッセージを作るだけではなく、実ビジネス(商売／取引）の精査、
ビジネスプロセスの摺り合わせ、一意性のあるキーの設定という
「業界横断メッセージ検討の方法論の標準化」が、真の意味で使える
業界横断メッセージの作成に有効である。

２．実業務を通じての業界横断メッセージフォーマットの活用性の確認

単に机上で複数の業界標準メッセージを横並びに比較検討し、マッピング
するだけでは、ＥＤＩにより社内システム連携をしても、社内業務との整合性が
取れず、運用できない懸念がある。
今回、実取引を行っている企業間で、実際の取引情報に基づく実証実験を
行うことで、その有効性を検証し、課題を抽出した。

３．ＥＤＩ化の実現による業務効率向上

従来の紙ベースの運用に比べ、ＥＤＩ化により情報伝達のスピード向上が
確認できた（１日程度の短縮）。

⇒ 出荷・生産計画などの業務担当者が早く、余裕を持って作業に着手
できるようになる。

成果

17
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２．２．２ 今後の自動車業界とのＥＤＩ実用化の促進活動について

18

・業界横断メッセージ検討方法について、実業務における有効性確認を重ね、
自動車部品業界と電気電子業界を始めとした業界横断メッセージの実用化

・今回対象外とした、注文変更や注文取消など、業務運用に必要となる
メッセージについて、業界を横断したビジネスプロセス調整、
業界横断メッセージフォーマット作成

・納期回答など受注企業⇒発注企業向けのメッセージも含めた、
双方向のメッセージ交換実証実験の実施

ＪＥＤＩＣビジネスインフラ推進協議会との連携による活動の実施（案）
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３． 利用者利便性の追求

３．１ ＡＳＰ連携の実用化

３．２ データ交換方式選択の自由度向上

19
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３．１ ＡＳＰ連携の実用化

20
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３．１．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の取組
（１） 本実証実験の全体概要

【実験①】
業界を横断するＥＤＩを
実現するための
ビジネスプロセス調整と
業界横断メッセージ作成

特に、自動車部品業界との
業界横断情報連携の実証実験

【実験②】
受注企業のＥＤＩ接続を
１インターフェース化するための
ＡＳＰ間連携の実証実験

電気電子業界

発注
企業

発注
企業

発注
企業

ASP

ASP ASP

ASP

WebEDI

JEITA共通
クライアント

自動車部品業界

受注
企業

受注
企業

受注
企業

ASP

実験①
業界横断
情報連携

実験②
ＡＳＰ間連携

による
１インタ

フェース化

受注
企業

発注
企業

:業界横断フォーマット
:業界標準フォーマット
:業界代表企業フォーマット

ＪＥＩＴＡは、「業界横断情報連携」「ＡＳＰ間連携」の２つの観点から、

「受注企業にとって複数の業界の発注企業と１つのインタフェースでＥＤＩを実現する」

環境の実現を目指し、実証実験を実施。

21
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３．１．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（２） 実験「ＡＳＰ間連携」：実装実験実証ガイドラインの必要性

ASP X

ASP Y

ASP Z

しかし、仕様調整を個々に行うことは困難

実装仕様について広く標準化していくことが必要

機能 
規格 

採用 
バージョン 

メッセージサービス ebMS (ebXML Message Service) V3.0 
コラボレーションプロトコ

ル合意書 
ebCPPA (ebXML Collaboration 
Protocol Profile and Agreement) 

V2.0 

ビジネスプロセス定義 ebBPSS（ebXML BPSS(Business 
Process Specification Schema)） 

V2.0 

 

ＡＳＰ事業者各社が
このガイドラインを参考にして
素早くebXMLによる接続が
できるように、
事前に取り決めるべき項目の
標準を検討

現在発行されているebXMLの最新規格に対応

受注企業における１インタフェース化を実現するASP間連携

発注企業ａ

発注企業ｂ

受注企業Ａ

受注企業Ｂ

受注企業Ｃ発注企業ｃ

１インタフェース化（WebEDI）

１インタフェース化（JEITA共通クライアント）

１インタフェース化（WebEDI）

22
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３．１．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（３） 実験「ＡＳＰ間連携」：実証実験実装ガイドラインの概要

第1章 目的
1-1 背景
1-2 目的と位置づけ

第2章 概要
2-1 概要
2-2 規定範囲

第3章 メッセージサービスについて
3-1 メッセージサービスの概要
3-2 ebXML MSの実装について
3-3 ビジネスドキュメントについて

第4章 CPAについて
4-1 CPA
4-2 CPPならびにCPAの規定
4-3 CPAの設定方法
4-4 CPA雛形の使用（設定）手順

第5章 BPSSについて
5-1 ビジネスプロセス記述とBPSSの関係
5-2 BPSS-Aｃｋシグナルメッセージ
5-3 ConversationＩＤ
5-4 エラー時の動作定義

第6章 メッセージについて
6-1 ebMSヘッダ

MS,CPA,BPSSに
ついて規定

メッセージ
フォーマットは
XML以外に
ECALGA/CIIや
EDIFACTなど
各種に対応可能

※MS : Message Service   CPA : Collaboration Protocol Agreement   BPSS : Business Process Specification Schema

ebXML標準

ＡＳＰ間
運用標準

ガイドライン
(JEITA/2009)

実証実験実装
ガイドライン
（今回作成）

「ＡＳＰ間運用標準ガイドライン」を基に、
ＡＳＰがebXMLを実装する上で必要となる利用範囲や、
ＡＳＰ間で事前に確認を取る必要がある内容
（必要な動作環境情報やコード類）を規定

ebXML標準では、通信に必要となる具体的な実装方法や
パラメータ利用方法については利用者に委ねられている。
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３．１．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（４） 実験「ASP間連携」：実験参加企業の接続全体像

ＡＳＰ間連携

日立製作所
ＡＳＰ

実証実験環境

日本電気
ＡＳＰ

実証実験環境

富士通
ＡＳＰ

実証実験環境

受注企業Ａ
（WebEDI）

発注企業ｅ

受注企業Ｃ
（WebEDI）

受注企業B
(JEITA共通クライアント）

発注企業ｆ

発注企業ｇ

発注企業ｄ

発注企業ｃ

発注企業b

発注企業ａ

発注企業ｈ
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３．１．１ ２００９年度の活動 経産省ビジネスインフラ事業の概要
（５） 実験「ＡＳＰ間連携」：実証実験参加企業アンケート結果

１． WebEDIの利便性向上

・多画面現象が解消され、一度のログインで処理が可能となるので、
作業効率向上に繋がる。

・複数の発注企業からの注文情報が１画面で確認でき、見やすくなる。
・注文書・納品書の印刷を一括処理できるようになり、

印刷業務の効率向上に繋がる。

２． システム運用効率向上

・インタフェースが統一され、社内システム連携機能構築の
コスト効率が向上する。

３． WebEDI操作統一による業務改善

・担当者不在時に代理者による操作が必要な場合にも、
操作方法が統一されていれば戸惑うことなく、
また操作ミスの心配も少なくなる。

・操作業務の集約して専任の担当者に任せることで、
営業担当者を本来の営業活動に専念させることができるようになる。

アンケート結果（抜粋）

25



All Rights Reserved, Copyright © 2010 JEITA

・注文変更や納期回答など、今回対象外としたメッセージ、
双方向のメッセージ交換実証実験の実施検討

・「JEITA/ECALGA ebXML手順 実装ガイドライン」のebMS3.0への対応見直

・ＡＳＰ間連携のサービス化に向けて、ＡＳＰサービス利用者の留意点を含めた
運用ルールの検討とガイドラインの作成

ＡＳＰ連携標準ガイド 3部作
「システム編」、「運用ルール編」、「実装ガイド」 の完成とリリース

（2009/04ﾘﾘｰｽ済） （2011/04ﾘﾘｰｽ予定） （2010上期ﾘﾘｰｽ予定）

３．１．２ 今後のＡＳＰ連携実用化の活動について

ＡＳＰ間連携による１インタフェース化の取組
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３．２ データ交換方式選択の自由度向上

27



All Rights Reserved, Copyright © 2010 JEITA

３．２ データ交換方式選択の自由度向上

（１） 現状の標準方式

項 検討項目 ＳＣＭ系 ＥＣＭ系

１ メッセージ形式 ＣＩＩ・ＸＭＬ ＸＭＬ

２ ファイル参照方式 ＵＲＬ方式 添付方式

３ ビジネスプロセス 業務毎に記載（業務の集
合という概念）

モデルとビジネスプロセ
スが一体

４ ＢＰＳＳ × ○

５ 交換方式 ＣＩＩ ○ ×

ebXML ○ ○

Web ○ ×

ﾒｰﾙ ○ ×
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（２） 現状の問題点

・ebXML/ebMSサーバへの投資対効果が見えない。

・プロセスを自動制御できるほど業務が標準化され
ていない。

ＢＰＳＳのみで業務プロセスのコントロール
はできない。

・ＡＳＰによるebXML交換サービスが提供されない。

・Ｗｅｂ－ＥＤＩの先行により各社独自方式が先行。

・中小企業導入にはコスト高。

３．２ データ交換方式選択の自由度向上

29
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（３） ＥＣＭ系への適用

・Ｗｅｂ－ＥＤＩでの標準化検討

・メールＥＤＩでの標準化検討

・ＡＳＰ間接続およびＡＳＰ接続プロトコルでの
交換方式の検討

３．２ データ交換方式選択の自由度向上
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４．国際化の推進
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４．国際化の推進

１） 海外取引モデルの標準整備と実用化

２） 日中ＥＣ連携の模索

３） ＥＣＡＬＳ辞書のグローバル標準化
（ＩＥＣ、ｅＣｌ＠ｓｓ）
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